
喜屋武小学校 第６回学校運営協議会 報告書 

 

１ 開催日時  令和８年３月６日（金） １１：３０～１２：２０ 

 

２ 場 所  視聴覚室 

 

３ 出席者   8名 

    

４ 会議内容 

（１）今年度のまとめ（学習到達度状況・学校評価アンケート・地域と連携した取組） 

（２）次年度の取り組み 

（３）次年度の委員選出について ⇒参加者 1人名以外の了解を得る。 

 （４） 情報交換 

 

５ 熟議内容 

（１） 地域と連携した避難訓練について 

 ・次年度、本校では 11月 5日に県の広域地震津波避難訓練に合わせて地震津波避難訓練

を実施する。地域の方も参加してもらえたらと思う。 

 ・地域防災には予算が必要である。非常食など避難訓練で使うと、区の予算で補充しな

ければならない。行政の責任でやるべきである。 

   ・学校としては非常食を使用せず、字班毎の避難にどのくらいかかるか、避難所ではど

のように動くか等、次年度以降地域と話し合って計画できればと思う。 

   ・災害が発生した時は、行政の職員がきて対応しないといけない。 

   ・夜間災害が発生した時は近くにいる人が避難所を開けないといけないのでは？ 

   ・体育館のカギは体育館近くのボックスにある。災害時誰が開けてもよいことになって

いる。 

（２）その他 

  ①学校評価から 

    ・公民館でも家庭学習に取り組ませたい。現在、かけ算九九を教えたりしている。学校

から学習プリント等の提供があれば公民館でも取り組みたい。 

    ・低学年のうちにきまり等を身につけさせることが大事 

    ・目標や夢を叶わせるためには、努力する必要があることを言い続けていく必要がある

のでは。 

    ・子供のよいところに目を向けながら注意していくことも大事 

   ②その他 

    ・読み聞かせは保護者のボランティアが少なくなっている。次年度から読み聞かせに参

加する。以前に比べ、保護者との連携が薄くなっているように思う。 

    ・自転車の乗り方が危ない。交差点を止まらない。学校で指導してほしい。 

     ⇒学校でも定期的に指導している。地域での声掛けも引き続きお願いする。 

    ・喜屋武公園内の遊具の破損、遊歩道の掘り返しが見られる。誰がやったかまだ分から

ない。 

 


